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ポジティブ・ディシプリンとは、子どもがすこやかに育つ権利、あらゆる暴
力から守られる権利、学ぶ権利を尊重しながら、子どもに教え、子どもの行動を
導くための子育ての考え方です。ポジティブ・ディシプリンは子どもの権利の原
則に基づき、子どものすこやかな発達や効果的な子育てに関する研究成果を反映
させて開発されたプログラムです。

ポジティブ・ディシプリンは、放任主義の子育てではありませんし、もう一
方で罰を用いるような方法でもありません。子どもの自立と生涯必要とされる力
を伸ばすための、長期的な視野に基づく子育てを目指します。ポジティブ・ディ
シプリンは非暴力、共感、自尊心、人権、そして他者を尊重する精神を子どもに
教えるものです。



日々の子育ては、目の前の出来事
に対処することで頭がいっぱいに
なってしまいがちです。つまり、子
どもに今すぐ靴を履かせようとする、
車道から今すぐどかせようとする、
家に今すぐ帰らせようとする、妹を
たたくのをやめさせようとすると
いったことです。このような場面に
おいては、今すぐに何かしなければ
ならないという焦りからイライラやストレスが引き起こされ、私たちは子どもを
たたいたり、怒鳴ったりすることがあります。

多くのおとなは、子どもの課題解決能力や高いコミュニケーション能力を育
てたいと思っています。また、子どもとよい親子関係を保ちたいと思っています。
そして、子どもには自信、優しさ、やる気、責任感や思いやりをもち、暴力的で
ない人になってほしいと思っています。しかし、子どもをたたく、怒鳴るといっ
たおとなの場当たり的な対応は、子どもに時間をかけて習得してほしいことを教
えるものではありません。つまり、子育ての長期的な目標を妨げてしまうのです。

子どもにどんなおとなになってほしいのかを考えることで、私たちは子育て
の長期的な目標を明確にすることができます。そして日々直面する課題を、子育
ての長期的な目標に向かっていくためのチャンスに変えることができます。具体

的には、ストレスに対処する、相手を尊重
したコミュニケーションをとる、相手をた
たかないで衝突を回避する、他人の気持ち
を考えるといった方法を教えることです。
そしてそうすることが、身体的にも感情的
にも他者を傷つけることなく、子どもたち
が課題を解決する方法を伝えることにつな
がります。

子育てにおける自分の方向性が長
期的な目標を明確にすることで定
まったら、そこにたどり着くために
ふたつの強力な道具を使うことがで
きます。ひとつめは「温かさ」です。
おとなである私たちは周りに支えら
れていることを感じると、何かに挑
戦しようとしたり、間違いから学ん
だり、次はもっとよくやろうという
気になります。そして子どもも、自分が尊重され、理解され、信頼されているこ
とを感じ、安心感や愛されている確信をもてるときに、最もよく学ぶことができ
ます。

もし子どもが頼りにしているおとなを怖れていたら、挑戦しようとするモチ
ベーションが下がり、正直でいようと思わなくなり自信もなくしてしまいます。
怒ったり、攻撃的になったりする子どももいます。また不安になったり、落ち込
んだりする子どももいます。しかし温かい雰囲気や安心感があれば、子どもは失
敗を恐れずに、学ぶことができます。やる気が高まり、自信をもち、おとなを信
頼します。また思いやりをもち、他者の気持ちを尊重することの大切さも学びま
す。温かい環境は、私たちの長期的な目標
の基盤となるのです。

私たちは、いろいろな方法で子どもたち
に「温かさ」を与えることができます。子
どもが間違ったときも愛情は変わらないこ
とを伝え、傷ついたり怖がったりしている
ときは元気づけ、話を聴き、子どもの視点
で状況を見て、一緒に遊んだり笑ったりし、
課題に直面したときに支え、難しいことに
立ち向かうときは励まし、努力や成功を認
め、子どもを信じ、信頼していることを伝
える方法などがあるでしょう。



おとなは子どもに対し、まだその
子の発達段階ではできないことを期
待することがあります。例えば、赤
ちゃんに一晩中寝続けることを期待
したり、３歳の子どもにじっと座っ
ていることを求めたりということで
す。また、時に私たちは、子どもが
なかなか寝つかなかったり、かんしゃ
くを起こしたりすると、「頑固だ」と
か「甘やかされている」と思うことがあります。子どもが今できることと、おと
なが子どもに期待していることが見合っていない場合や、子どもが「悪い」こと
をしようとしているとおとなが捉えている場合、私たちの誤った思い込みは不要
な衝突を引き起こすことがあります。

１歳、５歳、13歳の子どもたちの視点で世界を見たとき、子どもの行動の真
の理由を理解し始めることができます。そしておとなはより効果的に教えること
ができるのです。

子どもとの関係性は、生まれた瞬間から始まります。最初の数ヶ月は、おと
なに対する子どもの信頼を築き、その後何年にもわたる人間関係の基盤となるア
タッチメントを形成します。私たちのすべ
きことは、赤ちゃんが安全で安心できる環
境、つまり、子どもの様々な欲求が満たさ
れ、たたかれたり揺さぶられることなく、
危ない目にあわずに子どもが探求でき、恐
怖を感じるようなときにも支えられ、安心
感を得られるような環境を提供することで
す。子どもたちのコミュニケーションの方
法を尊重し、応えてくれると信じられる存
在だということを示すことが必要です。

ふたつめは「枠組み」です。おとなである私たちは、必要な情報が与えられ、
過去の失敗について、落ち着いて誰かに話をしてもらい、次はどうしたらもっと
よくできるかを示してもらうことで、よりよく学ぶことができます。そして子ど
もも、情報を与えてもらい、目標を達成する建設的な方法を見つける手助けをし
てもらい、ルールや指針についての理由がわかることで、最もよく学ぶことがで
きます。

おとな自身が守らないルールを子どもに課すことや、おとなのサポートなし
に課題解決することを期待しながらも、子どもが失敗したら罰を与えることは、
子どもを不安にし混乱させます。こうしなければならないと強制しようとすれば、
子どもは抵抗します。間違えたとき傷つけられると、子どもは新たなことに挑戦
しなくなります。しかし、おとなが子どもにどうしてほしいか手本を示し、良い
判断をするための情報を提供すると、子どもはさらに自信や力、自立心を高める
ことができるのです。

私たちは、いろいろな方法で子どもたちに「枠組み」を示すことができます。
良い手本となり、子どもを導き、ルールの理由を説明し、一緒にルールを決め、
子どもの考えに耳を傾け、子どもが自身の間違いを正す方法を学ぶ手助けをし、
自分の行動が他者に与える影響を教え、子どもとたくさん話をするなどの方法が
あるでしょう。私たちは、公平かつ柔軟な姿勢を子どもに示し、自らの怒りを抑
え、委縮させることなく接することができるのです。



子どもが十代初期を迎える頃には、強い
自立心や、身体面・精神面の大きな変化、
友達に受け入れられることへの強い欲求が
芽生えます。私たちがすべきことは、強い
セーフティネットで支えながらも、子ども
が自立して考え、自ら判断することを促す
ことです。また子どもが善悪の判断をでき
るよう手助けし、ものごとに対処する責任
感や、自分でできるという自信をもてるよ
う支える必要があります。そして、子どもが間違った判断をしたとき、おとなは
寄り添って支えることが必要です。おとなを信頼できることを学んだ子どもは、
私たちの助言に対して耳を傾けるでしょう。おとなの支えや導きを受けた子ども
は、より大きな問題が起きる前に、相談するようになるでしょう。

思春期には、子どもは自分のアイデンティティを確立しようともがいていま
す。突然、洋服や音楽の趣味、勉強への意欲、将来の計画などを変えることがあ
ります。思春期の子どもは、私たちとまったく違うアイデンティティを試そうと
することがよくあります。おとなが好まない音楽を聞いたり、服を着たり、おと
なが同意しないような考え方をあえてするようになるのです。親とは大きく異な
る人間になることで、自分が実際どのような人間なのか、よりわかることができ
るようになります。

子育ての最終段階にあたるこの時期においては、親子間の信頼が非常に大切
になります。子どもたちは私たちが見守っていて、正確かつ正直な言葉や明確な
期待と「枠組み」、そして安全な環境を与えてくれるのだということを知る必要
があります。時に子どもは失敗します。子どもがもっと小さかった頃と同じく、
思春期の子どもにも、おとなが安全な環境や情報を与え、子どもの成長を支えま
しょう。具体的にはつながりを強め、子どもの活動を見守り、子どもの自立心を
育むことで、子どもを支えることができます。

子どもが自分をとりまく世界をもっと理解するにつれて、この心理的な安心
感と共に「枠組み」を示し始めることができます。しかし、建設的な方法で対応
するためには、子どもの視点で状況を見る必要があります。子どもが泣いたり、「や
だ！」と言ったり、足をバタバタさせているときは、私たちに何を伝えようとし
ているかを理解しなくてはいけません。おとながすべきことは、どのように感情
を表現したり、暴力を使わずに、いかに衝突を解決することができるかを子ども
に示すことです。

成長するに従い、子どもはもっともっと学びたがります。私たちは子どもの
質問を尊重しつつ答えることで、子どもに自分自身を大切にすることを教えます。
子どもが探求することを励ますことで、学ぶことへのモチベーションを高めるこ
とができます。子どもに問題への解決策を見つけ出す機会を与えることで、子ど
もが自分自身で課題を解決できるのだと示すことができます。子どもが自分はで
きると信じることで、その後に直面する困難をもっとうまく乗り越えられるで
しょう。

学校に行き始めると、子どもの世界は急速に広がります。おとなが、攻撃的、
暴力的になることなく、衝突や怒り、ストレスに対処する方法を見ることで、子
どもたちも、直面する衝突により上手に対処できるようになるでしょう。自分自
身を肯定し、思いやりがあり、能力がある人間だととらえている子どもは、適切
な判断をすることができるでしょう。人の話を聞くこと、コミュニケーションを
とること、他者を尊重することを学んだ子どもは、友達や先生に対してもそのよ
うに接することができるでしょう。そして、おとなに支えられている、受け入れ
られていると感じている子どもは、私たちに助言や助けを求めることができるで
しょう。



まず子育ての長期的な目標を明確
にし、次に目標に近づくために「温
かさ」と「枠組み」の両方を与える
重要性や子どもの考え方・感じ方を
理解したなら、私たちはポジティブ・
ディシプリンを使って、日々の課題
を解決することができるようになる
はずです。

ポジティブ・ディシプリンで対応するということは、子どもの発達段階のニー
ズに合わせ、「温かさ」と「枠組み」を与えながら、長期的な視野にもとづいて
子どもが成長するために必要なことを教えることです。よく考えながら実践を重
ねることが大切です。

2006年の国連による調査・研究「子どもに対する暴力」の結果、家庭におけ
る子どもへの不適切な関わりが、世界中で何百万人もの子どもたちに影響を及ぼ
している世界的な課題であることがわかりました。子どもへの身体的な暴力の多
くは、罰を与えるという理由で、あるいは文化的信念によって、子どもは身体的
痛みから学ぶものとして行われてきました。この調査・研究は、すべての環境に
おける子どもへの体罰を撤廃し、非暴力的な子育て、ポジティブ・ディシプリン
をすすめることを推奨しています。

1. あなたの子育ての長期的な目標について考える。
2. 子どもはおとなに尊重され、理解されて、安心で愛されていること
を感じる必要があることを思い出す。

3. 自分自身に質問しましょう：子どもが課題を解決するためには何を
理解する必要があるでしょう？　この状況で何をしたら、あなたの
子育ての長期的目標に到達することができるでしょう？

4. 発達段階に応じて子どもがどのように考え、感じるのか考慮する。
状況を子どもの目線で見て、子どもの思考プロセスを踏まえ考える。
自分自身に質問しましょう：あなたの子どもだったら、この状況を
どう説明すると思いますか？

5. 子どもを尊重する姿勢で接し、役立つ情報を与え、あなたの子育て
の長期的な目標に近づくような方法で対応すること。

子どもとの関係がうまくいっていないときは、常に建設的に接することは簡
単ではありません。あらかじめよく考え、私たちの対応について計画することが
賢明と言えます。そして、練習、練習、練習です。



セーブ・ザ・チルドレンは、子どもの権利のパイオニアとして約
100年の歴史を持つ、子ども支援専門の国際NGOです。生きる・
育つ・守られる・参加する「子どもの権利」を実現するために、
日本をはじめ世界中の子どもたちのために、子どもたちとともに
活動しています。


